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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶部と、
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報と取引に関す
る特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を関連付ける関連付け信号を受信したか
を判断する関連付け判断手段と、
　前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報を入力する入力手段と、
　前記関連付け判断手段が前記関連付け信号を受信したと判断した場合は、前記入力手段
が入力した前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報とを前記記憶部に関連付けて記
憶する記憶手段と、
　を備えたサーバー。
【請求項２】
　前記記憶手段は、前記特典サービスを運営する企業を特定する企業特定情報を前記電子
レシート特定情報と前記特典特定情報とに関連付けて記憶することを特徴とする、
　請求項１に記載のサーバー。
【請求項３】
　記憶部と、
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報と取引に関す
る特典サービスの受取先を特定する特典特定情報と前記特典サービスを運営する企業を特
定する企業特定情報を入力する入力手段と、
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　この入力手段により、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と企業特定情報が
入力されると、前記記憶部に、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と企業特定
情報とを関連付けて記憶する記憶手段と、
　前記電子レシート特定情報とともに前記企業特定情報が入力されたか否かを判断する電
子レシート特定情報判断手段と、
　前記電子レシート特定情報判断手段が前記電子レシート特定情報とともに前記企業特定
情報が入力されたと判断した場合に、前記電子レシート特定情報に関連付けて記憶されて
いる前記特典特定情報を出力する特典特定情報出力手段と、
　を備えたサーバー。
【請求項４】
　記憶部と、
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報と取引に関す
る特典サービスの受取先を特定する特典特定情報と前記特典サービスを運営する企業を特
定する企業特定情報を入力する入力手段と、
　この入力手段により、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と企業特定情報が
入力されると、前記記憶部に、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と企業特定
情報とを関連付けて記憶する記憶手段と、
　前記特典特定情報とともに前記企業特定情報が入力されたか否かを判断する特典特定情
報判断手段と、
　前記特典特定情報判断手段が、前記特典特定情報とともに前記企業特定情報が入力され
たと判断した場合に、前記特典特定情報と関連付けて記憶している前記電子レシート特定
情報を出力する電子レシート特定情報出力手段と、
　を備えたサーバー。
【請求項５】
　記憶部を備えたコンピュータを、
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報と取引に関す
る特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を関連付ける関連付け信号を受信したか
を判断する関連付け判断手段と、
　前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報を入力する入力手段と、
　前記関連付け判断手段が前記関連付け信号を受信したと判断した場合は、前記入力手段
が入力した前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報とを前記記憶部に関連付けて記
憶する記憶手段と、
　して機能させるためのプログラム。
【請求項６】
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報を入力する電
子レシート特定情報入力手段と、
　取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を入力する特典特定情報入
力手段と、
　前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報との関連付け処理を指示する操作がなさ
れたことを判断する判断手段と、
　前記判断手段が前記操作がなされたと判断した場合に、前記電子レシート特定情報入力
手段で入力された前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報入力手段で入力された前
記特典特定情報とを送信する送信手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　コンピュータを、
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報を入力する電
子レシート特定情報入力手段と、
　取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を入力する特典特定情報入
力手段と、
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　前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報との関連付け処理を指示する操作がなさ
れたことを判断する判断手段と、
　前記判断手段が前記操作がなされたと判断した場合に、前記電子レシート特定情報入力
手段で入力された前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報入力手段で入力された前
記特典特定情報とを送信する送信手段と、
　して機能させるためのプログラム。
【請求項８】
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報を入力する電
子レシート特定情報入力手段と、
　取引に関する取引情報を入力する取引情報入力手段と、
　前記電子レシート特定情報入力手段により前記電子レシート特定情報が入力されると、
この電子レシート特定情報に対応する、取引に関する特典サービスの受取先を特定する特
典特定情報を取得する特典特定情報取得手段と、
　この特典特定情報取得手段により取得した前記特典特定情報に前記取引情報にもとづく
前記特典サービスを付与する特典付与手段と、
を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項９】
　コンピュータを、
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報を入力する電
子レシート特定情報入力手段と、
　取引に関する取引情報を入力する取引情報入力手段と、
　前記電子レシート特定情報入力手段により前記電子レシート特定情報が入力されると、
この電子レシート特定情報に対応する、取引に関する特典サービスの受取先を特定する特
典特定情報を取得する特典特定情報取得手段と、
　この特典特定情報取得手段により取得した前記特典特定情報に前記取引情報にもとづく
前記特典サービスを付与する特典付与手段と、
　して機能させるためのプログラム。
【請求項１０】
　取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を入力する特典特定情報入
力手段と、
　取引に関する取引情報を入力する取引情報入力手段と、
　前記特典特定情報入力手段により前記特典特定情報が入力されると、この特典特定情報
に対応する、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報を
取得する電子レシート特定情報取得手段と、
　この電子レシート特定情報取得手段により取得した前記電子レシート特定情報に対応付
けて前記取引情報にもとづく電子レシート情報を生成する電子レシート生成手段と、
を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項１１】
　コンピュータを、
　取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を入力する特典特定情報入
力手段と、
　取引に関する取引情報を入力する取引情報入力手段と、
　前記特典特定情報入力手段により前記特典特定情報が入力されると、この特典特定情報
に対応する、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報を
取得する電子レシート特定情報取得手段と、
　この電子レシート特定情報取得手段により取得した前記電子レシート特定情報に対応付
けて前記取引情報にもとづく電子レシート情報を生成する電子レシート生成手段と、
　して機能させるためのプログラム。
【請求項１２】
　取引に係る決済処理を行う情報処理装置と、この情報処理装置から電子レシート情報を
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受信して受取先に電子レシート情報を送信するサーバーとを備えた電子レシートシステム
に用いられる情報の関連付け方法であって、
　取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情報と取引に関す
る特典サービスの受取先を特定する特典特定情報とを関連付ける旨の信号が入力されたか
否かを判断する第１ステップと、
　この第１ステップで前記関連付ける旨の信号が入力されたと判断した場合、前記電子レ
シート特定情報と前記特典特定情報の入力がなされたか否かを判断する第２ステップと、
　この第２のステップで前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報の入力がなされた
と判断した場合、前記電子レシート特定情報と前記特典情報とを関連づけて記憶する第３
のステップと、
　を備えた電子レシートシステムに用いられる情報の関連付け方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、サーバー、プログラム、情報処理装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、商品決済時に店舗から買物をした顧客に渡されるレシートあるいは領収書を電子
的に顧客の携帯端末等に受け渡す電子レシートという仕組みが知られている。
【０００３】
　このようにレシートを電子データにすることによって、例えば、顧客は自身が携帯する
携帯端末の表示部で電子レシートを閲覧することができる。また、家計簿も電子的に自動
的に簿記ができるなど顧客にとって有益である。また、電子レシートを導入することによ
り、レシート用紙の消費を減らすことができるため、導入店舗にとっても有益である。店
舗は、携帯端末等の媒体で顧客を特定し、特定した顧客に対して電子レシート情報を送信
している。
【０００４】
　一方、店舗を経営する企業は、顧客獲得の一環として、ポイントを付与する等の特典を
提供するサービスを提供している。これらの特典サービスは、企業と契約した会員に対し
てされるため、企業は、会員が携帯するポイントカード等の媒体で顧客を特定し、特定し
た顧客に対してポイントを付与している。
【０００５】
　しかしながら、従来は、電子レシートを受け取る顧客を特定する情報と特典サービスを
受ける顧客を特定する情報との連携はなく、顧客は、電子レシートを受け取るときは携帯
端末等の顧客端末を提示し、ポイント付与の特典サービスを受けるときはポイントカード
等の会員媒体を提示して対応していた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、電子レシートを受け取る受取先を特定する情報と特
典サービスを受ける受取先を特定する情報とを連携させたサービスを可能にしたサーバー
、プログラムおよび情報処理装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態のサーバーは、記憶部と、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する
電子レシート特定情報と取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を関
連付ける関連付け信号を受信したかを判断する関連付け判断手段と、前記電子レシート特
定情報と前記特典特定情報を入力する入力手段と、前記関連付け判断手段が前記関連付け
信号を受信したと判断した場合は、前記入力手段が入力した前記電子レシート特定情報と
前記特典特定情報とを前記記憶部に関連付けて記憶する記憶手段と、を備える。
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【０００８】
　実施形態のサーバーは、記憶部と、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する
電子レシート特定情報と取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報と前
記特典サービスを運営する企業を特定する企業特定情報を入力する入力手段と、この入力
手段により、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と企業特定情報が入力される
と、前記記憶部に、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と企業特定情報とを関
連付けて記憶する記憶手段と、前記電子レシート特定情報とともに前記企業特定情報が入
力されたか否かを判断する電子レシート特定情報判断手段と、前記電子レシート特定情報
判断手段が前記電子レシート特定情報とともに前記企業特定情報が入力されたと判断した
場合に、前記電子レシート特定情報に関連付けて記憶されている前記特典特定情報を出力
する特典特定情報出力手段と、を備える。
【０００９】
　実施形態のサーバーは、記憶部と、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する
電子レシート特定情報と取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報と前
記特典サービスを運営する企業を特定する企業特定情報を入力する入力手段と、この入力
手段により、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と企業特定情報が入力される
と、前記記憶部に、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と企業特定情報とを関
連付けて記憶する記憶手段と、前記特典特定情報とともに前記企業特定情報が入力された
か否かを判断する特典特定情報判断手段と、前記特典特定情報判断手段が、前記特典特定
情報とともに前記企業特定情報が入力されたと判断した場合に、前記特典特定情報と関連
付けて記憶している前記電子レシート特定情報を出力する電子レシート特定情報出力手段
と、を備える。
【００１０】
　実施形態のプログラムは、記憶部を備えたコンピュータを、取引に関する電子レシート
情報の受取先を特定する電子レシート特定情報と取引に関する特典サービスの受取先を特
定する特典特定情報を関連付ける関連付け信号を受信したかを判断する関連付け判断手段
と、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報を入力する入力手段と、前記関連付け
判断手段が前記関連付け信号を受信したと判断した場合は、前記入力手段が入力した前記
電子レシート特定情報と前記特典特定情報とを前記記憶部に関連付けて記憶する記憶手段
と、して機能させる。
【００１１】
　実施形態の情報処理装置は、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レ
シート特定情報を入力する電子レシート特定情報入力手段と、取引に関する特典サービス
の受取先を特定する特典特定情報を入力する特典特定情報入力手段と、前記電子レシート
特定情報と前記特典特定情報との関連付け処理を指示する操作がなされたことを判断する
判断手段と、前記判断手段が前記操作がなされたと判断した場合に、前記電子レシート特
定情報入力手段で入力された前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報入力手段で入
力された前記特典特定情報とを送信する送信手段と、を備える。
　また、実施形態のプログラムは、コンピュータを、取引に関する電子レシート情報の受
取先を特定する電子レシート特定情報を入力する電子レシート特定情報入力手段と、取引
に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を入力する特典特定情報入力手段
と、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報との関連付け処理を指示する操作がな
されたことを判断する判断手段と、前記判断手段が前記操作がなされたと判断した場合に
、前記電子レシート特定情報入力手段で入力された前記電子レシート特定情報と前記特典
特定情報入力手段で入力された前記特典特定情報とを送信する送信手段と、して機能させ
る。
【００１２】
　実施形態の情報処理装置は、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レ
シート特定情報を入力する電子レシート特定情報入力手段と、取引に関する取引情報を入
力する取引情報入力手段と、前記電子レシート特定情報入力手段により前記電子レシート
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特定情報が入力されると、この電子レシート特定情報に対応する、取引に関する特典サー
ビスの受取先を特定する特典特定情報を取得する特典特定情報取得手段と、この特典特定
情報取得手段により取得した前記特典特定情報に前記取引情報にもとづく前記特典サービ
スを付与する特典付与手段と、を備える。
　また、実施形態のプログラムは、コンピュータを、取引に関する電子レシート情報の受
取先を特定する電子レシート特定情報を入力する電子レシート特定情報入力手段と、取引
に関する取引情報を入力する取引情報入力手段と、前記電子レシート特定情報入力手段に
より前記電子レシート特定情報が入力されると、この電子レシート特定情報に対応する、
取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を取得する特典特定情報取得
手段と、この特典特定情報取得手段により取得した前記特典特定情報に前記取引情報にも
とづく前記特典サービスを付与する特典付与手段と、して機能させる。
【００１３】
　実施形態の情報処理装置は、取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情
報を入力する特典特定情報入力手段と、取引に関する取引情報を入力する取引情報入力手
段と、前記特典特定情報入力手段により前記特典特定情報が入力されると、この特典特定
情報に対応する、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシート特定情
報を取得する電子レシート特定情報取得手段と、この電子レシート特定情報取得手段によ
り取得した前記電子レシート特定情報に対応付けて前記取引情報にもとづく電子レシート
情報を生成する電子レシート生成手段と、を備える。
　また、実施形態のプログラムは、コンピュータを、取引に関する特典サービスの受取先
を特定する特典特定情報を入力する特典特定情報入力手段と、取引に関する取引情報を入
力する取引情報入力手段と、前記特典特定情報入力手段により前記特典特定情報が入力さ
れると、この特典特定情報に対応する、取引に関する電子レシート情報の受取先を特定す
る電子レシート特定情報を取得する電子レシート特定情報取得手段と、この電子レシート
特定情報取得手段により取得した前記電子レシート特定情報に対応付けて前記取引情報に
もとづく電子レシート情報を生成する電子レシート生成手段と、して機能させる。
【００１４】
　実施形態の方法は、取引に係る決済処理を行う情報処理装置と、この情報処理装置から
電子レシート情報を受信して受取先に電子レシート情報を送信するサーバーとを備えた電
子レシートシステムに用いられる情報の関連付け方法であって、取引に関する電子レシー
ト情報の受取先を特定する電子レシート特定情報と取引に関する特典サービスの受取先を
特定する特典特定情報とを関連付ける旨の信号が入力されたか否かを判断する第１ステッ
プと、この第１ステップで前記関連付ける旨の信号が入力されたと判断した場合、前記電
子レシート特定情報と前記特典特定情報の入力がなされたか否かを判断する第２ステップ
と、この第２のステップで前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報の入力がなされ
たと判断した場合、前記電子レシート特定情報と前記特典情報とを関連づけて記憶する第
３のステップと、を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、第１実施形態にかかる電子レシートシステムの構成全体を示す構成図で
ある。
【図２】図２は、顧客の会員登録における画面の表示例を示す遷移図である。
【図３】図３は、ＰＯＳ端末の要部構成を示すブロック図である。
【図４】図４は、電子レシートサーバの要部構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、電子レシートサーバのポイントマスタを示すメモリマップである。
【図６】図６は、電子レシート管理サーバの要部構成を示すブロック図である。
【図７】図７は、電子レシート管理サーバの記憶部に記憶されたＳＲＩＤの例を示す図で
ある。
【図８】図８は、携帯端末の要部構成を示すブロック図である。
【図９】図９は、レシートデータの一例を模式的に示す図である。
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【図１０】図１０は、電子レシートの一例を模式的に示す図である。
【図１１】図１１は、ＰＯＳ端末における機能ブロック図である。
【図１２】図１２は、ＰＯＳ端末における制御処理の流れを示すフローチャートである。
【図１３】図１３は、ＰＯＳ端末における制御処理の流れを示すフローチャートである。
【図１４】図１４は、ＰＯＳ端末における制御処理の流れを示すフローチャートである。
【図１５】図１５は、ＰＯＳ端末における制御処理の流れを示すフローチャートである。
【図１６】図１６は、ＰＯＳ端末における制御処理の流れを示すフローチャートである。
【図１７】図１７は、電子レシートサーバにおける電子レシート管理処理及び情報送信処
理の流れを示すフローチャートである。
【図１８】図１８は、電子レシート管理サーバにおける機能ブロック図である。
【図１９】図１９は、電子レシート管理サーバにおける電子レシート情報の管理処理の流
れを示すフローチャートである。
【図２０】図２０は、携帯端末における電子レシート受け取り処理及び電子レシート閲覧
処理の流れを示すフローチャートである。
【図２１】図２１は、第２実施形態にかかる電子レシートサーバの記憶部の一部を示すメ
モリマップである。
【図２２】図２２は、ストアサーバの要部構成を示すブロック図である。
【図２３】図２３は、ストアサーバにおける制御処理の流れを示すフローチャートである
。
【図２４】図２４は、電子レシートサーバにおける制御処理の流れを示すフローチャート
である。
【図２５】図２５は、電子レシート管理サーバにおける制御処理の流れを示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本実施の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１７】
（第１実施形態）
　以降、図１～図２０を用いて、第１実施形態について説明する。図１は、第１実施形態
にかかる電子レシートシステムの構成全体を示す構成図である。図１に示すように、電子
レシートシステムは、情報処理装置であるＰＯＳ（Point　of　Sales）端末１と、ストア
サーバ２と、電子レシートサーバ３と、サーバーである電子レシート管理サーバ４と、プ
ロモーション設定端末５と、プロモーション管理サーバ６と、顧客を特定するための顧客
端末の一例である携帯端末７とを有する。
【００１８】
　ＰＯＳ端末１とストアサーバ２は、店舗Ｐ１内に設けられ、ＬＡＮ（Local　Area　Net
work）等の店舗内ネットワークＮ１を介して通信可能に接続される。また、ＰＯＳ端末１
とストアサーバ２は、店舗内ネットワークＮ１に接続されたルータ等のネットワーク機器
（図示せず）を介して、店舗Ｐ１と本部Ｐ２を繋ぐネットワークＮ２に接続することが可
能である。ここで、ネットワークＮ２は、例えば、インターネットやＶＰＮ（Virtual　P
rivate　Network）等の専用線である。
【００１９】
　ＰＯＳ端末１は、商品販売データ処理を実行する商品販売データ処理装置である。ＰＯ
Ｓ端末１は、決済対象の商品の取引内容を含むレシートデータを生成し、当該レシートデ
ータを後述する印字部１３で印字することで紙レシートを出力する。また、ＰＯＳ端末１
は、レシートデータのデータ形式を変換した電子レシート情報を、ネットワークＮ２を介
して電子レシートサーバ３に出力（送信）する。電子レシート情報の送信方法は特に問わ
ず、ＨＴＴＰやＨＴＴＰＳ等の汎用プロトコルを用いてもよい。なお、店舗Ｐ１に設けら
れるＰＯＳ端末１の台数は特に問わず、複数台であってもよい。
【００２０】
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　企業サーバであるストアサーバ２は、ＰＯＳ端末１で行われる商品販売データ処理等の
管理を統括的に行う。例えば、ストアサーバ２は、ＰＯＳ端末１の商品販売データ処理で
生成された商品販売データを記憶し管理し、商品販売データ処理に用いる商品データファ
イル等を記憶し管理する。
【００２１】
　なお、本実施形態では、ＰＯＳ端末１が電子レシート情報を出力する構成を説明するが
、これに限らず、ＰＯＳ端末１で生成されたレシートデータを、ストアサーバ２や図示し
ない変換装置がデータ形式を変換することで、電子レシート情報を電子レシートサーバ３
に出力する構成としてもよい。
【００２２】
　企業サーバである電子レシートサーバ３は、店舗またはチェーン店舗（以下、店舗とい
う）を運営する企業の本部Ｐ２に設けられており、店舗を運営する企業毎の電子レシート
情報を管理する企業用のレシート管理サーバとして機能する。
【００２３】
　電子レシートサーバ３は、ＰＯＳ端末１から送信された電子レシート情報を、ネットワ
ークＮ２を介して受信する。また、電子レシートサーバ３は、受信した電子レシート情報
を、本部Ｐ２と電子レシートセンターＰ３とを繋ぐネットワークＮ３を介して、電子レシ
ート管理サーバ４に送信する。
【００２４】
　ここで、ネットワークＮ３は、例えば、インターネットやＶＰＮ等の専用線である。ま
た、電子レシート情報の送信方法は特に問わず、ＨＴＴＰやＨＴＴＰＳ等の汎用プロトコ
ルを用いてもよい。
【００２５】
　また、電子レシートサーバ３は、各ＰＯＳ端末１からの各種情報を受信して管理する。
電子レシートサーバ３は、例えば、店舗を運営する企業の売上管理、売上分析、在庫管理
などの機能を有する。
【００２６】
　また、電子レシートサーバ３は、ポイントマスタ８ａを備えている。ポイントマスタ８
ａは、各店舗のＰＯＳ端末１で発生した顧客のポイント情報を受信して累積して記憶し管
理する。ポイントマスタ８ａは、後述するＳＲＩＤ毎に、顧客が現在使用可能なポイント
値（数）を記憶して管理する。
【００２７】
　電子レシート管理サーバ４は、電子レシートセンターＰ３に設けられる。電子レシート
センターＰ３は、例えば、電子レシートサーバ３で電子レシート情報を管理する企業以外
の第三者機関である。なお、電子レシートサーバ３についても第三者機関等が管理しても
よい。
【００２８】
　電子レシート管理サーバ４は、店舗を運営する各種企業の電子レシート情報を一括に管
理する顧客用レシート管理サーバとして機能する。電子レシート管理サーバ４は、後述す
る手順等により会員登録を行った各顧客（会員）の氏名や顧客コードである電子レシート
情報の受取先を特定する会員ＩＤ、電子レシート情報の受取先情報等の会員データを、デ
ータベースＤＢに保持された会員マスタに記憶し管理する。なお、電子レシート管理サー
バ４とは別に、会員データの記憶し管理を行う会員管理サーバ等を設ける構成としてもよ
い。
【００２９】
　また、電子レシート管理サーバ４は、電子レシートサーバ３から送信された電子レシー
ト情報を、ネットワークＮ３を介して受信し、この電子レシート情報をデータベースＤＢ
に保持された後述する電子レシート管理領域４３ａに記憶し管理する。より詳細には、電
子レシート情報は、商品の取引内容（商品販売データ）の他、会員ＩＤ等の要素を含み、
対応する会員の会員データと対応付けて管理される。
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【００３０】
　また、電子レシート管理サーバ４は、後述するネットワークＮ４を介して接続されるプ
ロモーション設定端末５から、特定の商品のキャンペーンに係るキャンペーン情報等の付
加情報を受信し、この付加情報をデータベースＤＢに保持された後述する付加情報管理領
域４３ｂに記憶し管理する。より詳細には、付加情報は、データベースＤＢに記憶された
電子レシート情報が含む要素のうち、所定の条件に該当する要素に対応付けて管理される
。
【００３１】
　また、電子レシート管理サーバ４は、データベースＤＢに電子レシート情報を記憶する
と、この電子レシート情報の会員ＩＤに対応付けされた受取先情報を参照することで、受
取先を特定する。受取先情報とは、会員ＩＤやパスワードをいう。そして、電子レシート
管理サーバ４は、後述するネットワークＮ５を介して、データベースＤＢに記憶した電子
レシート情報をその受取先に送信する。なお、電子レシート情報に付加情報が対応付けさ
れている場合には、この付加情報についても受取先に送信する。
【００３２】
　また、電子レシート管理サーバ４は、後述するネットワークＮ５を介して接続される携
帯端末７から、会員ＩＤを指定する電子レシート照会を受け付けると、当該会員ＩＤに対
応する電子レシート情報をデータベースＤＢから抽出することで、受取先が指定する携帯
端末７から閲覧可能となる。なお、電子レシート情報に付加情報が対応付けされている場
合、この付加情報についても照会があった携帯端末７から閲覧可能となる。
【００３３】
　電子レシート管理サーバ４は、電子レシート情報を受け取る受取先を特定するための会
員ＩＤを含む電子レシート情報を閲覧させるための情報（以降「ＳＲＩＤ」という）を記
憶する。このＳＲＩＤには、各企業が、特典であるポイントを付与するために発行したポ
イントカードを特定するＩＤ（以降「ＰＴＩＤ」という）を記憶する。このため、ＳＲＩ
Ｄに含まれる会員ＩＤとＳＲＩＤに記憶されたＰＴＩＤとが関連付けられる。
【００３４】
　電子レシート管理サーバ４は、会員ＩＤとＰＴＩＤとを関連付けたＳＲＩＤを、当該企
業の電子レシートサーバ３に送信する。電子レシートサーバ３のポイントマスタ８ａは、
受信したＳＲＩＤを記憶する。また、電子レシートサーバ３は、受信したＳＲＩＤを、当
該企業が運営する店舗Ｐ１のストアサーバ２に送信する。ストアサーバ２は、受信したＳ
ＲＩＤを記憶する。このように記憶することで、企業の電子レシートサーバ３および店舗
Ｐ１のストアサーバ２は、記憶したＳＲＩＤに基づいて、会員ＩＤと関連付けられている
当該企業が発行したポイントカードのＰＴＩＤ、またはＰＴＩＤと関連付けられた会員Ｉ
Ｄを把握することができる。
【００３５】
　なお、電子レシート管理サーバ４は、会員ＩＤと電子レシート情報の受取先を対応付け
て記憶する会員マスタ（図示せず）を記憶している。そのため、ＳＲＩＤに含まれる会員
ＩＤに基づいて会員マスタを検索することで、当該会員に対する電子レシート情報の受取
先が特定される。
【００３６】
　プロモーション設定端末５とプロモーション管理サーバ６とは、消費財メーカーＰ４等
に設けられる。プロモーション設定端末５は、ＰＣ（Personal　Computer）等の端末装置
であって、ネットワークＮ４を介して、電子レシート管理サーバ４に付加情報を送信する
。ここで、ネットワークＮ４は、例えば、インターネットやＶＰＮ等の専用線である。ま
た、付加情報の送信方法は特に問わず、ＨＴＴＰやＨＴＴＰＳ等の汎用プロトコルを用い
てもよい。
【００３７】
　携帯端末７は、本システムの利用者（顧客）が使用する、例えばスマートフォン、携帯
電話機、ＰＤＡ（Personal　Digital　Assistant）、タブレット型コンピュータ等の端末
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装置である。携帯端末７は、ネットワークＮ５上で提供される各種情報を閲覧するための
Ｗｅｂブラウザ等のアプリケーションを実装する。なお、携帯端末７に代えて、ＰＣ等の
端末装置を適用してもよい。
【００３８】
　携帯端末７は、ネットワークＮ５を介して電子レシート管理サーバ４にアクセスするこ
とで、本システムへの会員登録を行う。ここで、ネットワークＮ５は、インターネットや
、各種公衆網である。
【００３９】
　ところで、本システムでの顧客の会員登録は、例えば次のような手順で行われる。顧客
は、携帯端末７からネットワークＮ５を介して電子レシート管理サーバ４に対して空メー
ルを送信する。電子レシート管理サーバ４は、受信したメールアドレスに会員登録のため
のページを示すＵＲＬ（Uniform　Resource　Locator）を送信する。顧客は、携帯端末７
から会員登録のためのページを示すＵＲＬにアクセスして会員登録に必要な事項（氏名、
受取先情報等）を入力させる入力画面を表示させる。顧客による必要事項の入力終了後、
電子レシート管理サーバ４は、会員マスタに対する会員登録を実行する。その後、電子レ
シート管理サーバ４は、携帯端末７に対して会員ＩＤおよびパスワードを含む会員登録完
了メールを配信する。これにより、会員登録が終了する。
【００４０】
　上述のような会員登録が終了すると、携帯端末７は、図２に示すように、会員ＩＤが含
まれたバーコードや二次元コード等のコードシンボルＣＳを表示部７３に表示する。
【００４１】
　顧客は、店舗Ｐ１における取引決済時に店員に対して携帯端末７に表示されたコードシ
ンボルＣＳを提示する。店員は、携帯端末７に表示されたコードシンボルＣＳをＰＯＳ端
末１に接続された例えばスキャナで構成されたコード読取部１５（図３参照）で読み取る
。これにより、ＰＯＳ端末１における商品販売データ処理による決済後に生成されるレシ
ートデータに対して顧客の会員ＩＤを対応付けることが可能になっている。
【００４２】
　また、顧客は、ＰＯＳ端末１での決済（取引）後、電子レシート管理サーバ４から送信
される当該取引の電子レシート情報を、携帯端末７で、ネットワークＮ５を介して閲覧す
ることができる。携帯端末７は、会員ＩＤをネットワークＮ５を介して電子レシート管理
サーバ４に送信し、当該会員の電子レシート情報を電子レシート管理サーバ４から受信し
て電子レシート情報を、表示部７３に表示する。
【００４３】
　係る構成の電子レシートシステムにおいては、店舗Ｐ１のＰＯＳ端末１で商品販売デー
タ処理が行なわれて生成された取引（決済）の内容を示す電子レシート情報が、電子レシ
ートサーバ３を介して電子レシート管理サーバ４に伝送され、Ｗｅｂ上に公開される。し
たがって、Ｗｅｂブラウザを実装してなる携帯端末７は、ＵＲＬ（Uniform　Resource　L
ocator）を指定することにより、Ｗｅｂ上に公開された電子レシート情報を携帯端末７に
ダウンロードしてＷｅｂブラウザで閲覧することができる。なお、携帯端末７に電子レシ
ート情報を閲覧するためのアプリケーションをインストールして閲覧するようにしてもよ
い。
【００４４】
　次に、本実施形態の電子レシートシステムを構築する主要な装置の構成について説明す
る。
【００４５】
　まず、商品販売データ処理装置であるＰＯＳ端末１について説明する。図３は、ＰＯＳ
端末１の構成を示すブロック図である。図３に示すように、ＰＯＳ端末１は、各種演算や
ＰＯＳ端末１の各部を統括的に制御する制御部１１を備えている。制御部１１は、ＣＰＵ
（Central　Processing　Unit）、各種プログラムやデータを記憶するＲＯＭ（Read　Onl
y　Memory）、各種プログラムを一時的に記憶したり各種データを書き換え自在に記憶す
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るＲＡＭ（Random　Access　Memory）、現在の日時を計時するＲＴＣ（Real　Time　Cloc
k）部等によって構成されるコンピュータである。
【００４６】
　制御部１１は、バス１８を介して操作部１２、印字部１３、表示部１４及びコード読取
部１５に接続されている。
【００４７】
　操作部１２は、オペレータが操作入力を行うための各種の操作キーを有している。操作
キーとしては、例えば、数値を入力するための置数キー、所定の項目を選択するためのカ
ーソルキーや選択決定キー、取引における売上登録が行われる商品の合計出力を指示する
小計キー、一取引の締め処理を行って代金を決済することを宣言する締めキー等が設けら
れている。
【００４８】
　操作部１２は、締めキー１２１、関連付けキー１２２、送信キー１２３等のキーを配置
したキーボードを備えている。締めキー１２１は、顧客との取引を終了するときに操作す
るキーである。関連付けキー１２２は、会員ＩＤとＰＴＩＤとを関連付けるために、会員
ＩＤとＰＴＩＤとを入力するときに操作するキーである。実施形態では、会員ＩＤは、顧
客が携帯する携帯端末７（顧客端末）に記憶されている。またＰＴＩＤは、当該顧客が携
帯するポイントカード（会員媒体）に記憶されている。
【００４９】
　送信キー１２３は、入力された会員ＩＤとＰＴＩＤとを、電子レシートサーバ３に送信
するときに操作されるキーである。
【００５０】
　印字部１３は、レシートやジャーナル等の印字を行うプリンタ装置で構成される。印字
部１３は、例えば発熱体を有するサーマルヘッドで搬送されるロール用紙に印字を行い、
その後用紙をカットしてレシートを発行する。
【００５１】
　表示部１４は、例えば液晶ディスプレイ等であり、販売登録された商品の品名、価格、
決済が宣言された一取引の合計金額、釣銭額等の各種情報を表示する。表示部１４は、キ
ャッシャ向けに各種情報を表示するオペレータ用ディスプレイ１４ａと、顧客向けに各種
情報を表示する客用ディスプレイ１４ｂとを備える。なお、表示部１４をタッチパネル構
成としてもよく、この場合、タッチパネルは操作部１２として機能する。
【００５２】
　コード読取部１５は、例えばバーコードや二次元コード等のコードシンボルを光学的に
読み取るスキャナ装置である。コード読取部１５は、例えば、商品に付されたコードシン
ボルや、携帯端末７に表示されたコードシンボル等を読み取り、制御部１１は、読み取っ
た当該コードシンボルに保持された情報を入力する。なお、商品に付されたコードシンボ
ルには、その商品を特定するための商品コード等が保持されているとする。また、携帯端
末７に表示されるコードシンボルには、その携帯端末７を携帯する顧客を特定するための
会員ＩＤ等が保持されているとする。なお、会員ＩＤは、携帯端末７に磁気的あるいは電
気的に記憶されていてもよい。この場合、記憶されている会員ＩＤを、専用の読取装置で
読み取る。制御部１１は、読み取った会員ＩＤを入力する。
【００５３】
　また、制御部１１は、バス１８を介して通信Ｉ／Ｆ（インターフェース）１６に接続さ
れており、この通信Ｉ／Ｆ１６を介して店舗内ネットワークＮ１やネットワークＮ２に接
続することが可能となっている。
【００５４】
　また、制御部１１は、バス１８を介して、記憶部１７に接続されている。記憶部１７は
、例えばＨＤＤ（Hard　Disk　Drive）やＳＳＤ（Solid　State　Drive）等の補助記憶装
置である。記憶部１７は、商品販売データ処理を含む各種のＰＯＳ業務を実行するための
プログラムを記憶する。また、記憶部１７は、各商品の商品名、商品コード及び単価等の
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商品データを格納した商品データファイル等の商品販売データ処理に係る各種データファ
イルを記憶する。また、記憶部１７は、商品販売データ処理やレシートデータに係る処理
を行うためのレシートデータ処理プログラム１７ａを記憶する。
【００５５】
　また、記憶部１７は、自己のＰＯＳ端末１を他のＰＯＳ端末１と識別するためのＰＯＳ
ナンバー、企業コード（店舗を運営する企業を特定するための識別コード）、業種・業態
コード、当該ＰＯＳ端末１が設置される店舗Ｐ１を示す店舗コード等を、識別コード管理
領域１７ｂに記憶する。ここで、業種・業態コードは、例えば、コンビニエンスストア、
スーパーマーケット、百貨店、薬局、レストラン、飲食店などとして、店舗の業種・業態
を区別するコード（分類コード）である。なお、このような業種・業態は、ユーザの好み
によって任意に変更可能である。また、企業コード、業種・業態コードについては、電子
レシートサーバ３に登録されていてもよい。
【００５６】
　次に、企業用のレシート管理サーバとして機能する電子レシートサーバ３の構成を、図
４のブロック図を用いて説明する。電子レシートサーバ３は、各種演算や電子レシートサ
ーバ３の各部を統括的に制御する制御部３１を備えている。制御部３１は、ＣＰＵ、各種
プログラムやデータを記憶するＲＯＭ、各種プログラムを一時的に記憶したり各種データ
を書き換え自在に記憶するＲＡＭ、現在の日時を計時するＲＴＣ部等によって構成される
コンピュータである。
【００５７】
　制御部３１は、バス３４に接続された通信Ｉ／Ｆ３２を介して、ネットワークＮ２やネ
ットワークＮ３に接続することが可能となっている。また、制御部３１は、バス３４を介
して記憶部３３に接続されている。
【００５８】
　記憶部３３は、店舗を運営する企業毎の電子レシート情報を電子レシート管理領域３３
ａに記憶する。電子レシート情報は、企業コード（店舗を運営する企業を特定する企業特
定情報）、業種・業態コード、店舗を特定する店舗コード、会員を特定する会員ＩＤ、Ｐ
ＯＳ端末１のＰＯＳナンバー、レシートナンバー、商品販売データなどを含む。
【００５９】
　また、記憶部３３は、電子レシート情報を電子レシート管理領域３３ａで管理するため
の電子レシート管理プログラム３３ｂを記憶する。また、記憶部３３は、電子レシート管
理領域３３ａに管理されている電子レシート情報を、電子レシート管理サーバ４へ送信す
るための情報送信プログラム３３ｃを記憶する。また、記憶部３３は、ポイントマスタ８
ａを記憶する。
【００６０】
　図５は、ポイントマスタ８ａを示すメモリマップである。図５において、ポイントマス
タ８ａは、ＰＴＩＤ部８ａ１、会員情報部８ａ２、ポイント部８ａ３、企業コード部８ａ
４を備えている。ＰＴＩＤ部８ａ１は、当該ポイント会員が携帯するポイントカードを特
定する特典特定情報を記憶する。会員情報部８ａ２は、当該会員の種々の情報（氏名、住
所、年齢、性別、家族構成等）を記憶する。ポイント部８ａ３は、当該ポイントカードを
使用して現在蓄積されているポイント値を記憶する。企業コード部８ａ４は、ＰＴＩＤで
特定されるポイントカードを発行した企業の企業コードを記憶する。
【００６１】
　次に、顧客用レシート管理サーバとして機能する電子レシート管理サーバ４の構成を、
図６のブロック図を用いて説明する。図６に示すように、電子レシート管理サーバ４は、
各種演算や電子レシート管理サーバ４の各部を統括的に制御する制御部４１を備えている
。制御部４１は、ＣＰＵ、各種プログラムやデータを記憶するＲＯＭ、各種プログラムを
一時的に記憶したり各種データを書き換え自在に記憶するＲＡＭ、現在の日時を計時する
ＲＴＣ部等によって構成されるコンピュータである。
【００６２】



(13) JP 5739046 B2 2015.6.24

10

20

30

40

50

　制御部４１は、バス４４に接続された通信Ｉ／Ｆ４２を介して、ネットワークＮ３、ネ
ットワークＮ４及びネットワークＮ５に接続することが可能となっている。また、制御部
４１は、バス４４を介して、記憶部４３に接続されている。
【００６３】
　記憶部４３には、会員マスタを記憶し管理するための会員マスタ管理領域（図示せず）
の他、店舗を運営する各種企業の電子レシート情報を一括に記憶するための電子レシート
管理領域４３ａが確保されている。より詳細には、電子レシート管理領域４３ａは、店舗
を運営する各種企業の電子レシート情報を会員毎に管理する。
【００６４】
　電子レシート情報は、会員ＩＤ、企業コード、店舗コード、ＰＯＳ端末１のＰＯＳナン
バー、レシートナンバー、商品販売データ（商品コード、日時データを含む）などを含ん
でいる。したがって、例えば消費財メーカーＰ４等は、当該メーカーに関連する一意な購
入商品の証明情報を、この電子レシート情報から特定条件の下（例えば、店舗を運営する
特定の企業限定、特定の地域限定、特定の時間限定等）に取得することが可能になる。な
お、消費財メーカーＰ４は、食料品、飲料、衣類、化粧品、薬品、生活雑貨などのメーカ
ーである。
【００６５】
　また、記憶部４３は、所望の商品（商品コード）、会員（会員ＩＤ）、企業（企業コー
ド）、店舗（店舗コード）に対応付けて各種の付加情報を付加情報管理領域４３ｂに記憶
する。ここで、付加情報とは、例えば、所望の商品情報及び特定条件（例えば、店舗を運
営する特定の企業、特定の地域、特定の店舗、特定の時間等）に対応付けられるキャンペ
ーンにかかるキャンペーン情報等である。付加情報は、例えば企業のキャンペーンに関連
付けられたホームページにリンクするＵＲＬ、企業のＣＭに関連付けられたホームページ
にリンクするＵＲＬ、企業のクーポンにリンクするＵＲＬなどのアクセス情報を含む。
【００６６】
　また、記憶部４３は、会員マスタを会員マスタ領域で管理するための会員管理プログラ
ム（図示せず）の他、各企業の電子レシート情報及び付加情報を電子レシート管理領域４
３ａ及び付加情報管理領域４３ｂで管理するための電子レシート管理プログラム４３ｃを
記憶する。また、記憶部４３は、電子レシート情報及び所望の商品の付加情報を携帯端末
７へ送信するための情報送信プログラム４３ｄを記憶する。
【００６７】
　次に、図７を用いて、電子レシート管理サーバ４の電子レシート管理領域４３ａに記憶
されたＳＲＩＤについて説明する。
【００６８】
　図７において、電子レシート管理領域４３ａは、ＳＲＩＤ４３ａ１～ＳＲＩＤ４３ａｎ
を備えている。そして例えばＳＲＩＤ４３ａ１は、フラグ部４３ａ１１、会員ＩＤ部４３
ａ１２、企業コード部４３ａ１３、オプションフラグ部４３ａ１４を有している。
【００６９】
　フラグ部４３ａ１１は、ＳＲＩＤ４３ａ１がＳＲＩＤであることを示す数字「９９」を
記憶している。会員ＩＤ部４３ａ１２は、会員登録した際に付与された、会員を特定する
会員ＩＤを記憶する。企業コード部４３ａ１３は、ポイントカードを発行した企業を特定
する企業コードを記憶する。オプションフラグ部４３ａ１４は、任意の情報を記憶可能で
あるが、例えば企業コード部４３ａ１３で特定された企業が発行したポイントカードのＰ
ＴＩＤを記憶する。
【００７０】
　同様に、ＳＲＩＤ４３ａ２は、フラグ部４３ａ２１、会員ＩＤ部４３ａ２２、企業コー
ド部４３ａ２３、オプションフラグ部４３ａ２４を有している。ＳＲＩＤ４３ａｎは、フ
ラグ部４３ａｎ１、会員ＩＤ部４３ａｎ２、企業コード部４３ａｎ３、オプションフラグ
部４３ａｎ４を有している。
【００７１】



(14) JP 5739046 B2 2015.6.24

10

20

30

40

50

　なお、同一の企業のＳＲＩＤに対して新たなＰＴＩＤが入力された場合は、当該入力さ
れたＰＴＩＤを対応するオプションフラグ部４３ａ１４に上書き記憶する。
【００７２】
　次に、携帯端末７の構成を、図８のブロック図を用いて説明する。図８に示すように、
携帯端末７は、各種演算や携帯端末７の各部を統括的に制御する制御部７１を備えている
。制御部７１は、ＣＰＵ、各種プログラムやデータを記憶するＲＯＭ、各種プログラムを
一時的に記憶したり各種データを書き換え自在に記憶するＲＡＭ、現在の日時を計時する
ＲＴＣ部等によって構成されるコンピュータである。
【００７３】
　操作部７２は、バス７６を介して表示部７３に接続されている。操作部７２は、ユーザ
（顧客）が操作入力を行うための各種の操作キーや、ポインティングデバイスを有してい
る。表示部７３は、例えば液晶ディスプレイ等であり、後述する電子レシート情報等の各
種情報を表示する。なお、表示部７３をタッチパネル構成としてもよく、この場合、タッ
チパネルは操作部７２として機能する。
【００７４】
　また、制御部７１は、バス７６を介して通信Ｉ／Ｆ７４に接続されており、この通信Ｉ
／Ｆ７４を介してネットワークＮ５に接続することが可能となっている。なお、通信Ｉ／
Ｆ７４を介して、店舗内ネットワークＮ１に接続可能な構成としてもよい。
【００７５】
　また、制御部７１は、バス７６を介して、記憶部７５に接続されている。記憶部７５は
、Ｗｅｂ上に公開されている各種情報（コンテンツ）を閲覧するためのＷｅｂブラウザの
他、電子レシート管理サーバ４から電子レシート情報を受け取るための電子レシート対応
プログラム７５ａと、受け取った電子レシート情報を閲覧するための電子レシート閲覧プ
ログラム７５ｂとを記憶する。
【００７６】
　次に、本実施形態のシステムを構成する各部の制御処理について説明する。
【００７７】
　まず、ＰＯＳ端末１の制御部１１がレシートデータ処理プログラム１７ａに従って制御
することにより実行される電子レシート処理について、図９～図１６を参照しつつ説明す
る。
【００７８】
　図９は、レシートデータの一例を模式的に示す図である。ここで、レシートデータは、
非構造化形式のテキストデータ等であって、印字部１３での印字に用いられるものである
。図９に示すように、レシートデータは、上述した商品販売データＤ１や会員ＩＤＤ２の
要素を含んでいる。ここで、商品販売データＤ１は、決済の対象となった商品の商品名（
商品コード）とその金額、各商品の合計金額、顧客が支払った預かり金額、お釣り金額等
を有する。
【００７９】
　また、レシートデータは、店舗を運営する企業を示す企業コード（企業名）Ｄ３、店舗
コード（店舗名）Ｄ４、店舗の電話番号Ｄ５、住所Ｄ６、取引日時Ｄ７、取引ナンバー（
レシートナンバー）Ｄ８、レジナンバーＤ９、担当者名Ｄ１０等の要素を含む。なお、レ
シートデータに含まれる要素は、図９の例に限らず、業種・業態コード等の他の要素を含
んでもよいし、電話番号Ｄ５や住所Ｄ６等の要素を取り除いてもよい。
【００８０】
　また、図１０は、電子レシート情報の一例を模式的に示す図である。図１０に示すよう
に、電子レシート情報は、ＸＭＬやＣＳＶ等の構造化形式のデータ（構造化文書）で構成
される。なお、図１０では、図９に示したレシートデータの各要素（Ｄ１～Ｄ１０）を、
ＸＭＬ形式に変換した例を示している。
【００８１】
　レシートデータから電子レシート情報への変換は、図示しないレシートデータスキーマ
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に記述された変換規則に基づき行われる。具体的に、レシートデータスキーマには、レシ
ートデータを構成する所定の要素と、その要素の属性を示す属性情報（タグ等）とが定義
されている。制御部１１は、レシートデータの各要素を対応する属性情報を用いて構造化
することで、図１０に示すような構造化形式の電子レシート情報を生成する。このような
、構造化形式の電子レシート情報とすることで、当該電子レシート情報に含まれる要素を
効率的に利用することができるため、データ管理の上で様々な利点を得ることができる。
【００８２】
　次に、ＰＯＳ端末１の制御部１１が、レシートデータ処理プログラム１７ａに従って動
作することにより実行される処理の流れを、図１１に示す機能ブロック図及び図１２～１
６に示すフローチャートを参照しつつ説明する。
【００８３】
　図１１に示すように、ＰＯＳ端末１で実行されるレシートデータ処理プログラム１７ａ
は、電子レシート特定情報入力手段１１１、特典特定情報入力手段１１２、送信手段１１
３、取引情報入力手段１１４、特典特定情報取得手段１１５、特典付与手段１１６、電子
レシート特定情報取得手段１１７、電子レシート生成手段１１８を含むモジュール構成と
なっている。実際のハードウェアとしては制御部１１のＣＰＵが、記憶部１７からレシー
トデータ処理プログラム１７ａを読み出して実行することにより、電子レシート特定情報
入力手段１１１、特典特定情報入力手段１１２、送信手段１１３、取引情報入力手段１１
４、特典特定情報取得手段１１５、特典付与手段１１６、電子レシート特定情報取得手段
１１７、電子レシート生成手段１１８が実行される。
【００８４】
　電子レシート特定情報入力手段１１１は、商品取引に関する電子レシート情報の受取先
を特定する電子レシート特定情報を入力する機能を有する。
【００８５】
　特典特定情報入力手段１１２は、商品取引に関する特典サービスの受取先を特定する特
典特定情報を入力する機能を有する。
【００８６】
　送信手段１１３は、電子レシート特定情報入力手段１１１で入力された電子レシート特
定情報と特典情報入力手段１１２で入力された特典特定情報を一連のデータとして対応付
けて送信する機能を有する。
【００８７】
　取引情報入力手段１１４は、商品取引に関する取引情報を入力する機能を有する。
【００８８】
　特典特定情報取得手段１１５は、電子レシート特定情報入力手段１１１により電子レシ
ート特定情報が入力されると、この電子レシート特定情報に対応する、商品取引に関する
特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を取得する機能を有する。
【００８９】
　特典付与手段１１６は、特典特定情報取得手段１１５により取得した特典特定情報に取
引情報にもとづく特典サービスを付与する機能を有する。
【００９０】
　電子レシート特定情報取得手段１１７は、特典特定情報入力手段１１２により特典特定
情報が入力されると、この特典特定情報に対応する、商品取引に関する電子レシート情報
の受取先を特定する電子レシート特定情報を取得する機能を有する。
【００９１】
　電子レシート生成手段１１８は、電子レシート特定情報取得手段１１７により取得した
電子レシート特定情報に対応付けて取引情報にもとづく電子レシート情報を生成する機能
を有する。
【００９２】
　図１２は、ＰＯＳ端末１における処理の流れを示すフローチャートである。まず、ＰＯ
Ｓ端末１の制御部１１は、関連付けキー１２２が操作されたか否かを判断する（ステップ
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Ｓ１１）。操作されたと判断した場合は（ステップＳ１１のＹｅｓ）、制御部１１は、図
１５で示す会員ＩＤとＰＴＩＤとの関連付け処理を実行する（ステップＳ１２）。
【００９３】
　関連付けキー１２２が操作されていないと判断した場合は（ステップＳ１１のＮｏ）、
制御部１１は、コード読取部１５により、商品に付されたコードシンボルに含まれる商品
コードが読み取られて入力されたか否かを判定する（ステップＳ２１）。商品コードが入
力されたと判定すると（ステップＳ２１のＹｅｓ）、制御部１１は、当該商品コードに基
づく商品登録処理を実行する（ステップＳ２２）。
【００９４】
　商品コードが入力されていないと判断した場合は（ステップＳ２１のＮｏ）、制御部１
１は、締めキー１２１が操作されたか否かを判断する（ステップＳ３１）。操作されたと
判断した場合は（ステップＳ３１のＹｅｓ）、制御部１１は、図１６の決済処理を実行す
る（ステップＳ３２）。
【００９５】
　操作されていないと判断した場合は（ステップＳ３１のＮｏ）、制御部１１は、会員Ｉ
Ｄが入力されたか否かを判断する（ステップＳ２３１）。入力されたと判断した場合は（
ステップＳ２３１のＹｅｓ）、制御部１１は、図１３の会員ＩＤ問合せ処理を実行する（
ステップＳ２３２）。また、会員ＩＤが入力されていないと判断した場合は（ステップＳ
２３１のＮｏ）、制御部１１は、ＰＴＩＤが入力されたか否かを判断する（ステップＳ２
４１）。入力されたと判断した場合は（ステップＳ２４１のＹｅｓ）、制御部１１は、図
１４で示すＰＴＩＤ問合せ処理を実行する（ステップＳ２４２）。一方、ＰＴＩＤが入力
されていないと判断した場合は（ステップＳ２４１のＮｏ）、制御部１１は、ステップＳ
１１に戻る。
【００９６】
　次に、図１３を用いて、ステップＳ２３２で実行される会員ＩＤ問合せ処理について説
明する。図１３において、制御部１１は、入力された会員ＩＤを記憶する（ステップＳ２
３２１）。そして制御部１１は、記憶した会員ＩＤを、ＰＯＳ端末１に記憶されている企
業コードとともに電子レシートサーバ３を介して電子レシート管理サーバ４に送信し、Ｐ
ＴＩＤの問合せをする（ステップＳ２３２２）。次に制御部１１は、電子レシート管理サ
ーバ４から電子レシートサーバ３を介して、送信した会員ＩＤに関連づけられたＰＴＩＤ
を受信したか否かを判断する（ステップＳ２３２３）。
【００９７】
　受信したと判断した場合は（ステップＳ２３２３のＹｅｓ）、制御部１１は、受信した
ＰＴＩＤを記憶する（ステップＳ２３２４）。そして制御部１１は、記憶したＰＴＩＤに
基づいて、ポイントマスタ８ａのポイント部８ａ３から該当する顧客のポイント値を読み
出して記憶する（ステップＳ２３２５）。具体的には、記憶したＰＴＩＤに基づいて、電
子レシートサーバ３のポイントマスタ８ａに記憶されているＰＴＩＤに対応付けられて記
憶しているポイント値を読み出して記憶する。また、ＰＴＩＤを受信していないと判断し
た場合は（ステップＳ２３２３のＮｏ）、制御部１１は、会員ＩＤに関連付けられたＰＴ
ＩＤはないものとして処理を実行する（ステップＳ２３２６）。
【００９８】
　次に、図１４を用いて、ステップＳ２４２で実行されるＰＴＩＤ問合せ処理について説
明する。図１４において、制御部１１は、入力されたＰＴＩＤを記憶する（ステップＳ２
４２１）。そして制御部１１は、記憶したＰＴＩＤを、ＰＯＳ端末１に記憶されている企
業コードとともに電子レシートサーバ３を介して電子レシート管理サーバ４に送信し、会
員ＩＤの問合せをする（ステップＳ２４２２）。次に制御部１１は、記憶したＰＴＩＤに
基づいて、電子レシートサーバ３のポイントマスタ８ａのポイント部８ａ３からポイント
値を読み出して記憶する（ステップＳ２４２３）。
【００９９】
　次に制御部１１は、電子レシート管理サーバ４から電子レシートサーバ３を介して、送
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信したＰＴＩＤに関連付けられている会員ＩＤを受信したか否かを判断する（ステップＳ
２４２４）。受信したと判断した場合は（ステップＳ２４２４のＹｅｓ）、制御部１１は
、受信した会員ＩＤを記憶する（ステップＳ２４２５）。また、受信していないと判断し
た場合は（ステップＳ２４２４のＮｏ）、制御部１１は、当該ＰＴＩＤと関連付けられた
会員ＩＤはないものとして処理を実行する（ステップＳ２４２６）。
【０１００】
　図１５は、ステップＳ１２の関連付け処理を詳細に示すフローチャートである。まず制
御部１１は、会員ＩＤが入力されたか否かを判断する（ステップＳ４１）。実施形態では
、携帯端末７の表示部７３に表示されたバーコードをコード読取部１５で読み取って会員
ＩＤを入力する。会員ＩＤが入力されたと判断した場合は（ステップＳ４１のＹｅｓ）、
制御部１１は、入力された会員ＩＤを、制御部１１内のＲＡＭに記憶する（ステップＳ４
２）。
【０１０１】
　会員ＩＤが入力されていないと判断した場合は（ステップＳ４１のＮｏ）、制御部１１
は、ＰＴＩＤが入力されたか否かを判断する（ステップＳ４３）。実施形態では、ＰＴＩ
Ｄは、会員が携帯するポイントカードに印刷されたバーコードをコード読取部１５で読み
取って入力する。ＰＴＩＤが入力されたと判断した場合は（ステップＳ４３のＹｅｓ）、
制御部１１は、入力されたＰＴＩＤを、当該ＰＴＩＤのポイントカードを発行した企業コ
ードとともに制御部１１内のＲＡＭに記憶する（ステップＳ４４）。
【０１０２】
　会員ＩＤとＰＴＩＤとを入力した後、店員は送信キー１２３を操作する。制御部１１は
、送信キー１２３が操作されたか否かを判断する（ステップＳ４５）。操作されたと判断
した場合は（ステップＳ４５のＹｅｓ）、次に制御部１１は、会員ＩＤとＰＴＩＤの両方
がＲＡＭに記憶されているか否かを判断する（ステップＳ４６）。
【０１０３】
　両方が記憶されていると判断した場合は（ステップＳ４６のＹｅｓ）、制御部１１は、
ＲＡＭに記憶されている会員ＩＤとＰＴＩＤと企業コードとを、関連付けて記憶すること
を指示する関連付けコマンドとともに、電子レシートサーバ３を介して電子レシート管理
サーバ４に、一連のデータとして対応付けて送信する（ステップＳ４７）。次に制御部１
１は、電子レシートサーバ３を介して電子レシート管理サーバ４から、会員ＩＤとＰＴＩ
Ｄとの関連付けに関する情報を受信したか否かを判断する（ステップＳ４８）。
【０１０４】
　受信するまで待機し（ステップＳ４８のＮｏ）、受信したと判断した場合（ステップＳ
４８のＹｅｓ）、制御部１１は、今回、会員ＩＤとＰＴＩＤとの関連付けが完了したか否
かを判断する（ステップＳ４９）。完了したと判断した場合は（ステップＳ４９のＹｅｓ
）、制御部１１は、表示部１４に、関連付けが完了したことを示すメッセージを表示する
（ステップＳ５０）。また、今回、関連付けができなかったと判断した場合は（ステップ
Ｓ４９のＮｏ）、制御部１１は、すでに関連付けがされている場合や関連付けができなか
った場合等の理由とともに、関連付けができなかったことを示すメッセージを表示する（
ステップＳ５１）。
【０１０５】
　なお、ステップＳ４３でＰＴＩＤが入力されていないと判断した場合（ステップＳ４３
のＮｏ）、ステップＳ４５で送信キー１２３が操作されていないと判断した場合（ステッ
プＳ４５のＮｏ）、ステップＳ４６で会員ＩＤとＰＴＩＤの両方がＲＡＭに記憶されてい
ないと判断した場合（ステップＳ４６のＮｏ）は、制御部１１はステップＳ４１に戻る。
【０１０６】
　図１６は、ステップＳ３２の決済処理を詳細に示すフローチャートである。図１６にお
いて、制御部１１は、ステップＳ２２で実行した商品登録情報に基づいて決済処理を実行
する（ステップＳ６１）。
【０１０７】
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　次に制御部１１は、会員ＩＤが記憶されているか否かを判断する（ステップＳ６２）。
会員ＩＤが記憶されていると判断した場合は（ステップＳ６２のＹｅｓ）、　制御部１１
は、ＰＴＩＤを記憶しているか否かを判断する（ステップＳ６３）。記憶していると判断
した場合は（ステップＳ６３のＹｅｓ）、制御部１１は、記憶しているＰＴＩＤに基づい
て、ステップＳ２３２５で記憶したポイント値を読み出す（ステップＳ６４）。そして制
御部１１は、ステップＳ６１の決済処理で算出した今回ポイント値を加算した累計ポイン
ト値を計算し、この累計ポイント値をポイント部１７ｃ３に記憶する（ステップＳ６５）
。そして制御部１１は、記憶したポイント値を含む情報を電子レシートサーバ３のポイン
トマスタ８ａに送信する。また、制御部１１は、商品登録情報、決済情報、ポイント値、
会員ＩＤ、企業コード等に基づいて電子レシート情報を生成する（ステップＳ６６）。そ
して制御部１１は、生成した電子レシート情報を電子レシートサーバ３に送信する（ステ
ップＳ６７）。
【０１０８】
　一方ステップＳ６２において、会員ＩＤが記憶されていないと判断した場合は（ステッ
プＳ６２のＮｏ）、制御部１１は、ＰＴＩＤが記憶されているか否かを判断する（ステッ
プＳ７１）。記憶されていると判断した場合は（ステップＳ７１のＹｅｓ）、制御部１１
は、ステップＳ２４２３で記憶したポイントを読み出す（ステップＳ７２）。そして制御
部１１は、ステップＳ７２で読み出したポイント値にステップＳ６１の決済処理で算出し
た今回ポイントを加算した累計ポイントを計算し、この累計ポイントをポイント部１７ｃ
３に記憶する（ステップＳ８１）。そして制御部１１は、記憶したポイントを含む情報を
電子レシートサーバ３のポイントマスタ８ａに送信する（ステップＳ８２）。そして制御
部１１は、ステップＳ６１の決済処理に基づいた情報を印字部１３で印字して、図９で示
すようなレシートを発行する（ステップＳ８３）。
【０１０９】
　次に、電子レシートサーバ３の制御部３１が、電子レシート管理プログラム３３ｂに従
って動作することにより実行される電子レシート管理処理及び情報送信プログラム３３ｃ
に従って動作することにより実行される情報送信処理の流れを、図１７に示すフローチャ
ートを参照しつつ説明する。
【０１１０】
　電子レシートサーバ３の制御部３１は、ＰＯＳ端末１から送信された電子レシート情報
を通信Ｉ／Ｆ３２を介して受信したか否かを判断する（ステップＳ９１）。受信したと判
断した場合（ステップＳ９１のＹｅｓ）、記憶部３３の電子レシート管理領域３３ａに企
業毎の電子レシート情報として記憶する（ステップＳ９２）。そして、電子レシートサー
バ３の制御部３１は、ステップＳ９２で記憶した電子レシート情報を電子レシート管理サ
ーバ４に送信し（ステップＳ９３）、ステップＳ９１に戻る。
【０１１１】
　また、ステップＳ９１において、受信していないと判断した場合は（ステップＳ９１の
Ｎｏ）、制御部３１は、予め設定された送信タイミングになったか否かを判断する（ステ
ップＳ９４）。送信タイミングになったと判断した場合（ステップＳ９４のＹｅｓ）、制
御部３１は、電子レシート管理領域３３ａに記憶して管理されている電子レシート情報を
電子レシート管理サーバ４に送信し（ステップＳ９５）、ステップＳ９１に戻る。このス
テップＳ９５の送信により、例えばステップＳ９３で送信の対象から漏れた電子レシート
情報を、電子レシート管理サーバ４に送信することができる。なお、ステップＳ９５では
、未送信の電子レシート情報のみを送信するよう制御してもよい。
【０１１２】
　また、ステップＳ９４において、予め設定された送信タイミングになっていないと判断
した場合は（ステップＳ９４のＮｏ）、制御部３１は、ＰＯＳ端末１から情報を受信した
か否かを判断する（ステップＳ９６）。受信する情報は、会員ＩＤ、ＰＴＩＤ、企業コー
ド等である。受信したと判断した場合は（ステップＳ９６のＹｅｓ）、制御部３１は、当
該受信した情報を電子レシート管理サーバ４に送信する（ステップＳ９７）。
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【０１１３】
　また、ＰＯＳ端末１から情報を受信していないと判断した場合は（ステップＳ９６のＮ
ｏ）、制御部３１は、電子レシート管理サーバ４から情報を受信したか否かを判断する（
ステップＳ９８）。受信したと判断した場合は（ステップＳ９８のＹｅｓ）、制御部３１
は、当該受信した情報をＰＯＳ端末１に送信する（ステップＳ９９）。受信していないと
判断した場合は（ステップＳ９８のＮｏ）、制御部３１はステップＳ９１に戻る。
【０１１４】
　次に、電子レシート管理サーバ４の制御部４１が、電子レシート管理プログラム４３ｃ
に従って動作することにより実行される電子レシート管理処理及び情報送信プログラム４
３ｄに従って動作することにより実行される処理の流れを、図１８に示す機能ブロック図
及び図１９に示すフローチャートを参照しつつ説明する。
【０１１５】
　図１８に示すように、電子レシート管理サーバ４で実行される電子レシート管理プログ
ラム４３ｃ及び情報送信プログラム４３ｄは、入力手段４１１、記憶手段４１２、、電子
レシート特定情報判断手段４１３、特典特定情報出力手段４１４、特典特定情報判断手段
４１５、電子レシート特定情報出力手段４１６を含むモジュール構成となっている。実際
のハードウェアとしては制御部４１のＣＰＵが、記憶部４３から電子レシート管理プログ
ラム４３ｃ及び情報送信プログラム４３ｄを読み出して実行することにより入力手段４１
１、記憶手段４１２、電子レシート特定情報判断手段４１３、特典特定情報出力手段４１
４、特典特定情報判断手段４１５、電子レシート特定情報出力手段４１６が実行される。
【０１１６】
　入力手段４１１は、商品取引に関する電子レシート情報の受取先を特定する電子レシー
ト特定情報と、商品取引に関する特典サービスの受取先を特定する特典特定情報を入力す
る機能を有する。
【０１１７】
　記憶手段４１２は、記憶部に、前記電子レシート特定情報と前記特典特定情報と、を関
連付けて記憶する機能を有する。
【０１１８】
　電子レシート特定情報判断手段４１３は、電子レシート特定情報とともに企業コードが
入力されたか否かを判断する機能を有する。
【０１１９】
　特典特定情報出力手段４１４は、電子レシート特定情報判断手段４１３が電子レシート
特定情報とともに企業コードが入力されたと判断した場合に、電子レシート特定情報に関
連付けて記憶されている特典特定情報を出力する機能を有する。
【０１２０】
　特典特定情報判断手段４１５は、特典特定情報とともに企業コードが入力されたか否か
を判断する機能を有する。
【０１２１】
　電子レシート特定情報出力手段４１６は、特典特定情報判断手段４１６が、特典特定情
報とともに企業コードが入力されたと判断した場合に、特典特定情報と関連付けて記憶し
ている電子レシート特定情報を出力する機能を有する。
【０１２２】
　図１９は、電子レシート管理サーバ４の制御処理を示すフローチャートである。図１９
において、制御部４１は、電子レシートサーバ３を介してＰＯＳ端末１から関連付けコマ
ンドを受信したか否かを判断する（ステップＳ１０１）。受信していると判断した場合は
（ステップＳ１０１のＹｅｓ）、制御部４１は、関連付けコマンドとともに、一連のデー
タとして対応付けられた会員ＩＤとＰＴＩＤの両方および企業コードを受信したか否かを
判断する（ステップＳ１０２）。
【０１２３】
　会員ＩＤとＰＴＩＤと企業コードとを受信したと判断した場合は（ステップＳ１０２の
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Ｙｅｓ）、制御部４１は、受信した会員ＩＤが含まれるＳＲＩＤが電子レシート管理領域
４３ａに記憶されているか否かを判断する（ステップＳ１０３）。ＳＲＩＤが記憶されて
いると判断した場合は（ステップＳ１０３のＹｅｓ）、制御部４１は、対応するオプショ
ンフラグ部４３ａ１４に、会員ＩＤと関連付けられたＰＴＩＤが記憶されているか否かを
判断する（ステップＳ１０４）。
【０１２４】
　ＰＴＩＤが記憶されていないと判断した場合は（ステップＳ１０４のＮｏ）、制御部４
１は、当該ＳＲＩＤのオプションフラグ部４３ａ１４にＰＴＩＤを記憶して会員ＩＤとＰ
ＴＩＤとを関連付ける（ステップＳ１０５）。同時にステップＳ１０２で受信した一連の
データとして対応付けられた企業コードを、記憶したＳＲＩＤの企業コード部４３ａ１３
に記憶して、会員ＩＤとＰＴＩＤと企業コードとを関連付ける（ステップＳ１０５）。そ
して制御部４１は、会員ＩＤとＰＴＩＤとの関連付けが完了したことを示す情報を電子レ
シートサーバ３を介してＰＯＳ端末１に送信する（ステップＳ１０６）。
【０１２５】
　また、すでにＰＴＩＤが記憶されていると判断した場合は（ステップＳ１０４のＹｅｓ
）、制御部４１は、受信したＰＴＩＤを、当該ＰＴＩＤが存在するＳＲＩＤのオプション
フラグ部に記憶し、すでに記憶されているＰＴＩＤを新たに受信したＰＴＩＤと置き換え
て、電子レシート管理領域４３ａに記憶する（ステップＳ１０７）。このようにすること
で、会員ＩＤと新たなＰＴＩＤとを関連付けする。
【０１２６】
　また、ステップＳ１０３において、受信した会員ＩＤが含まれるＳＲＩＤが電子レシー
ト管理領域４３ａのＳＲＩＤ部に記憶されていないと判断した場合は（ステップＳ１０３
のＮｏ）、制御部４１は、受信した会員ＩＤと新たなＰＴＩＤとを関連付けて、電子レシ
ート管理領域４３ａに記憶する（ステップＳ１０８）。
【０１２７】
　また、ステップＳ１０２において、会員ＩＤとＰＴＩＤおよび企業コードを受信してい
ないと判断した場合は（ステップＳ１０２のＮｏ）、制御部４１は、携帯端末７から電子
レシート情報の照会があったか否かを判断する（ステップＳ１０９）。照会があった場合
は（ステップＳ１０９のＹｅｓ）、制御部４１は、該当する電子レシート情報を照会があ
った携帯端末７に対して送信し閲覧できる状態にさせる（ステップＳ１１０）。携帯端末
７から電子レシート情報の照会がないと判断した場合は（ステップＳ１０９のＮｏ）、制
御部４１は、ステップＳ１０１に戻って待機する。
【０１２８】
　一方ステップＳ１０１において、関連付けコマンドを受信していないと判断した場合は
（ステップＳ１０１のＮｏ）、制御部４１は、会員ＩＤと企業コードを受信したか否かを
判断する（ステップＳ１１１）。
【０１２９】
　受信したと判断した場合は（ステップＳ１１１のＹｅｓ）、制御部４１は、、受信した
会員ＩＤと企業コードに基づいて、会員ＩＤに関連付けされているＰＴＩＤを調査する（
ステップＳ１１３）。
【０１３０】
　そして制御部４１は、該当するＰＴＩＤがあるか否かを判断する（ステップＳ１１４）
。該当するＰＴＩＤがあると判断した場合は（ステップＳ１１４のＹｅｓ）、制御部４１
（特典特定情報出力手段４１４）は、該当する企業コードに対応したＰＴＩＤを読み出し
て、電子レシートサーバ３に送信する（ステップＳ１１５）。
【０１３１】
　また、受信した企業コードに関連付けて記憶しているＰＴＩＤがないと判断した場合は
（ステップＳ１１４のＮｏ）、制御部４１は、受信した会員ＩＤに関連付けられたＰＴＩ
Ｄがないことを示す情報を電子レシートサーバ３に送信する（ステップＳ１１６）。
【０１３２】
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　一方、ステップＳ１１１において、会員ＩＤと企業コードを受信していないと判断した
場合は（ステップＳ１１１のＮｏ）、制御部４１は、ＰＴＩＤと企業コードを受信したか
否かを判断する（ステップＳ１２１）。
【０１３３】
　受信したと判断した場合は（ステップＳ１２１のＹｅｓ）、制御部４１は、受信したＰ
ＴＩＤと企業コードに基づいて、該当するＳＲＩＤを調査する（ステップＳ１２２）。そ
して制御部４１は、関連付けされたＳＲＩＤがあるか否かを判断する（ステップＳ１２３
）。該当するＳＲＩＤがあると判断した場合は（ステップＳ１２３のＹｅｓ）、制御部４
１は、当該ＳＲＩＤを、電子レシートサーバ３に送信する（ステップＳ１２５）。また、
該当するＳＲＩＤがないと判断した場合は（ステップＳ１２３のＮｏ）、制御部４１は、
該当するＳＲＩＤがないことを示す情報を電子レシートサーバ３に送信する（ステップＳ
１２６）。
【０１３４】
　なお、ステップＳ１２１において、ＰＴＩＤと企業コードを受信していないと判断した
場合は（ステップＳ１２１のＮｏ）、制御部４１は、エラーを示す情報を電子レシートサ
ーバ３に送信する（ステップＳ１２７）。
【０１３５】
　なお、ステップＳ６７でＰＯＳ端末１から送信された電子レシート情報を電子レシート
管理サーバ４が受信すると、制御部４１は、受信した電子レシート管理領域４３ａに記憶
する。
【０１３６】
　このような第１実施形態では、会員ＩＤとＰＴＩＤとを関連付けて記憶するため、電子
レシート用の顧客媒体と会員サービスの会員媒体とを連携させたサービスを実施すること
が可能である。
【０１３７】
　また、第１実施形態では、会員ＩＤとＰＴＩＤとが同時に入力された場合を判断して、
会員ＩＤとＰＴＩＤとを関連付けて記憶するため、例えば初回に会員ＩＤとＰＴＩＤとを
関連付けて記憶させることができる。
【０１３８】
　また、第１実施形態では、入力された会員ＩＤに基づいて、会員ＩＤと関連付けされた
ＰＴＩＤを出力するため、例えば携帯端末７から会員ＩＤを入力すると、ポイントカード
を提示しなくても、会員ＩＤと関連するＰＴＩＤに対してポイントを付与することができ
る。したがって、ポイントカードを携帯しなくてもよい。
【０１３９】
　また第１実施形態では、入力されたＰＴＩＤに基づいて関連付けされた会員ＩＤを出力
するため、ＳＲＩＤに含まれる、関連付けされた会員ＩＤに対応して電子レシート情報を
記憶することができる。
【０１４０】
　また、第１実施形態では、入力されたＰＴＩＤに基づいて関連付けされた会員ＩＤを含
むＳＲＩＤを出力するため、ポイントカードを提示すれば、携帯端末７から会員ＩＤを入
力しなくても、関連付けられた会員ＩＤを含むＳＲＩＤを用いて電子レシート情報を受け
取ることができる。したがって、携帯端末７を携帯しなくてもよい。
【０１４１】
　次に、携帯端末７の制御部７１が、電子レシート対応プログラム７５ａに従って動作す
ることにより実行される電子レシート受け取り処理及び電子レシート閲覧プログラム７５
ｂに従って動作することにより実行される電子レシート閲覧処理の流れを、図２０を参照
しつつ説明する。
【０１４２】
　図２０に示すように、まず、携帯端末７の制御部７１は、電子レシート管理サーバ４に
アクセスして、受取先の情報である会員ＩＤ及びパスワードの入力によって認証処理を実
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行する（ステップＳ１３１）。これにより、携帯端末７と所定の顧客の会員ＩＤとが対応
付けられる。
【０１４３】
　認証後、携帯端末７の制御部７１は、入力された当該会員ＩＤに対応して電子レシート
管理サーバ４の電子レシート管理領域４３ａに記憶され管理されている電子レシート情報
を電子レシート管理サーバ４から受信する（ステップＳ１３２）。また、電子レシート情
報に付加情報が対応付けされている場合には、この付加情報についても電子レシート管理
サーバ４から受信する。なお、電子レシート情報の受信については、会員マスタに記憶さ
れているメールアドレスを用いて電子メールによって受信するものであってもよい。次に
、制御部７１は、受信した電子レシート情報等を表示部７３に表示し（ステップＳ１３３
）、処理を終了する。
【０１４４】
　このような第１実施形態によれば、電子レシート管理サーバ４が、会員ＩＤとＰＴＩＤ
とを関連付けて記憶しているため、ＰＯＳ端末１から入力された会員ＩＤを受信すると、
対応する会員ＩＤと関連付けられているＰＴＩＤをＰＯＳ端末１に送信する。このため、
顧客は、ポイントカードを携帯しなくてもポイント付与の特典サービスを受けることがで
きる。
【０１４５】
　また、第１実施形態によれば、電子レシート管理サーバ４に、会員ＩＤとＰＴＩＤとを
関連付けて記憶しているため、ＰＯＳ端末１から入力されたＰＴＩＤを受信すると、関連
付けられている会員ＩＤを含むＳＲＩＤを検索し、該当する携帯端末７に対して電子レシ
ート情報を表示部に表示可能とすることができる。このため、顧客は、携帯端末７を携帯
しなくても電子レシート情報を閲覧することができる。
【０１４６】
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について図２１～図２５を用いて説明する。なお、第２実
施形態の説明において、第１実施形態と同一部分については説明を省略または簡略化する
。
【０１４７】
　まず、電子レシートサーバ３の記憶部３３に設けられたポイントマスタ８ａのメモリマ
ップを、図２１を用いて説明する。ポイントマスタ８ａは、当該企業のすべてのポイント
会員のポイント情報をＳＲＩＤ毎に記憶している。図２１において、ポイントマスタ８ａ
は、ＳＲＩＤ部８ａ１１、会員情報部８ａ１２、ポイント部８ａ１３を備えている。ＳＲ
ＩＤ部８ａ１１は、図７で示すようなＳＲＩＤを記憶する。会員情報部８ａ１２は、当該
会員の種々の情報（会員ＩＤ、氏名、住所、年齢、性別、家族構成等）をＳＲＩＤに対応
して記憶する。ポイント部８ａ１３は、当該ポイントカードを使用して現在蓄積されてい
るポイント値をＳＲＩＤに対応して記憶する。
【０１４８】
　次に、ストアサーバ２の構成を、図２２を用いて説明する。ストアサーバ２は、各種演
算やストアサーバ２の各部を統括的に制御する制御部２１を備えている。制御部２１は、
ＣＰＵ、各種プログラムやデータを記憶するＲＯＭ、各種プログラムを一時的に記憶した
り各種データを書き換え自在に記憶するＲＡＭ、現在の日時を計時するＲＴＣ部等によっ
て構成されるコンピュータである。
【０１４９】
　制御部２１は、バス２６に接続された通信Ｉ／Ｆ２４を介して、店舗内ネットワークＮ
１に接続することが可能となっている。また、制御部２１は、バス２６を介して、表示部
２２、操作部２３、記憶部２５に接続されている。表示部２２は、各種情報を表示する。
【０１５０】
　記憶部２５は、店舗Ｐ１における商品販売情報を記憶する商品販売情報部２５ａ、電子
レシートサーバ３から送信された、関連付けされた会員ＩＤとＰＴＩＤと含むＳＲＩＤを



(23) JP 5739046 B2 2015.6.24

10

20

30

40

50

記憶するポイント部２５ｂ、電子レシートサーバ３から送信された種々の情報を記憶する
情報記憶部２５ｃを備えている。また、記憶部２５は、ストアサーバを制御するための制
御プログラムを記憶する。なお、ポイント部２５ｂには、電子レシート管理サーバ４の電
子レシート管理領域４３ａに記憶されたＳＲＩＤ（すなわち図７に記載されたＳＲＩＤ）
のうち、電子レシートサーバ３が設置された企業のＳＲＩＤのみが記憶されている。
【０１５１】
　次に第２実施形態におけるシステムを構成する各部の制御処理について説明する。ＰＯ
Ｓ端末１の制御処理は、第１実施形態とほぼ同様である。ただし、図１６のステップＳ６
４において、制御部１１は、会員ＩＤと、生成した電子レシート情報と、企業コードとを
、電子レシートサーバ３に送信し、かつ会員ＩＤをストアサーバ２に送信する。また、Ｐ
ＯＳ端末１の制御部１１は、ステップＳ６５において、ストアサーバ２からＰＴＩＤを受
信する。すなわち、ＰＯＳ端末１は、ステップＳ６４において、入力された会員ＩＤと関
連付けられたＰＴＩＤを、ストアサーバ２に対して問合せをし、ステップＳ６５において
、ストアサーバ２から関連するＰＴＩＤの応答を得る。また、制御部１１は、ステップＳ
７６において、入力されたＰＴＩＤに関連する会員ＩＤを含むＳＲＩＤの問合せをストア
サーバ２に対して行う。そしてステップＳ７７において、ストアサーバ２から関連する会
員ＩＤを含むＳＲＩＤを受信したか否かを判断する。なお、制御部１１は、ステップＳ６
４とステップＳ７６の問合せを、電子レシートサーバ３に行ってもよい。
【０１５２】
　次に、図２３のフローチャートを用いて、ストアサーバ２の制御部２１が実行する制御
処理について説明する。図２３において、制御部２１は、ＰＯＳ端末１から商品販売情報
を受信したか否かを判断する（ステップＳ１５１）。商品販売情報を受信したと判断した
場合は（ステップＳ１５１のＹｅｓ）、制御部２１は、商品販売情報部２５ａに受信した
商品販売情報を累積して、店舗Ｐ１における商品販売情報を記憶する（ステップＳ１５２
）。
【０１５３】
　一方、ＰＯＳ端末１から商品販売情報を受信していないと判断した場合は（ステップＳ
１５１のＮｏ）、制御部２１は、ＰＯＳ端末１から、ステップＳ６４の処理に伴う会員Ｉ
Ｄを受信したか否かを判断する（ステップＳ１６１）。受信したと判断した場合は（ステ
ップＳ１６１のＹｅｓ）、制御部２１は、ポイント部２５ｂに記憶した情報に基づいて、
受信した会員ＩＤと企業コードに基づいて、会員ＩＤに関連するＰＴＩＤの存在を調査す
る（ステップＳ１６２）。そして制御部２１は、会員ＩＤに関連するＰＴＩＤがあるか否
かを判断する（ステップＳ１６３）。
【０１５４】
　関連するＰＴＩＤがあると判断した場合は（ステップＳ１６３のＹｅｓ）、制御部２１
は、該当するＰＴＩＤをＰＯＳ端末１に送信する（ステップＳ１６４）。一方、関連する
ＰＴＩＤがないと判断した場合は（ステップＳ１６３のＮｏ）、制御部２１は、該当する
ＰＴＩＤがないことを示すエラーメッセージをＰＯＳ端末１に対して送信する（ステップ
Ｓ１６５）。
【０１５５】
　また、ステップＳ１６１において、ＰＯＳ端末１から、ステップＳ６４の処理に伴う会
員ＩＤを受信していないと判断した場合は（ステップＳ１６１のＮｏ）、制御部２１は、
電子レシートサーバ３から会員ＩＤとＰＴＩＤとを関連付けたＳＲＩＤを受信したか否か
を判断する（ステップＳ１７１）。ＳＲＩＤを受信したと判断した場合は（ステップＳ１
７１のＹｅｓ）、制御部２１は、受信したＳＲＩＤをポイント部２５ｂに記憶する（ステ
ップＳ１７２）。
【０１５６】
　また、電子レシートサーバ３から会員ＩＤとＰＴＩＤとを関連付けたＳＲＩＤを受信し
ていないと判断した場合は（ステップＳ１７１のＮｏ）、制御部２１は、電子レシートサ
ーバ３から種々の情報を受信したか否かを判断する（ステップＳ１８１）。種々の情報を
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受信したと判断した場合は（ステップＳ１８１のＹｅｓ）、制御部２１は、受信した情報
を情報記憶部２５ｃに記憶する（ステップＳ１８２）。なお、ステップＳ１５２の処理後
、ステップＳ１６４の処理後、ステップＳ１６５の処理後、ステップＳ１７２の処理後、
ステップＳ１８２の処理後は、制御部２１はステップＳ１５１に戻る。また、ステップＳ
１８１において、種々の情報を受信していないと判断した場合は（ステップＳ１８１のＮ
ｏ）、制御部２１は、ステップＳ１５１に戻る。
【０１５７】
　次に、電子レシートサーバ３の制御部３１が実行する制御処理について、図２４に示す
フローチャートを参照しつつ説明する。なお、図２４において、ステップＳ１９１～ステ
ップＳ１９９は、図１７のステップＳ９１～ステップＳ９７と同一制御であるため、説明
を省略する。
【０１５８】
　ステップＳ１９８において、電子レシート管理サーバ４から情報を受信していないと判
断した場合は（ステップＳ１９８のＮｏ）、制御部３１は、電子レシート管理サーバ４か
ら会員ＩＤとＰＴＩＤとを関連付けたＳＲＩＤを受信したか否かを判断する（ステップＳ
２００）。ＳＲＩＤを受信したと判断した場合は（ステップＳ２００のＹｅｓ）、制御部
３１は、受信したＳＲＩＤをポイントマスタ８ａに記憶する（ステップＳ２０１）。そし
て、制御部３１は、記憶したＳＲＩＤをストアサーバ２に送信する（ステップＳ２０２）
。ストアサーバ２は、受信したＳＲＩＤをポイント部２５ｂに記憶する。そして制御部３
１はステップＳ１９１に戻る。また、ステップＳ２００において、会員ＩＤとＰＴＩＤと
を関連付けたＳＲＩＤを受信していないと判断した場合は（ステップＳ２００のＮｏ）、
制御部３１はステップＳ１９１に戻る。
【０１５９】
　図２５は、電子レシート管理サーバ４の制御部４１が実行する制御処理を示すフローチ
ャートである。なお、図２５において、ステップＳ２１１～ステップＳ２１５、ステップ
Ｓ２１７～ステップＳ２２１は、図１９のステップＳ１０１～ステップＳ１０５、ステッ
プＳ１０６～ステップＳ１１０と同一制御であるため、説明を省略する。また、図２５に
おいて、ステップＳ２２２とステップＳ２２３は、図１９のステップＳ１１１とステップ
Ｓ１１２と同一制御であるため、説明を省略する。
【０１６０】
　制御部４１は、ステップＳ２１５で関連付けて記憶した会員ＩＤとＰＴＩＤを、企業コ
ード部４３ａ１３に記憶した企業コードで特定される企業の電子レシートサーバ３に送信
する（ステップＳ２１６）。この関連付けした会員ＩＤとＰＴＩＤを受信した電子レシー
トサーバ３は、当該受信情報を当該企業が運営するすべての店舗Ｐ１のストアサーバ２に
送信する。
【０１６１】
　このような第２実施形態によれば、電子レシート管理サーバ４の制御部４１は、図７に
示すような、会員ＩＤとＰＴＩＤとを関連付けして記憶しているＳＲＩＤのうち、一企業
に関するＳＲＩＤを、当該企業の企業コードで特定される企業の電子レシートサーバ３に
対して送信（配信）する。当該企業の電子レシートサーバ３は、電子レシート管理サーバ
４から送信された、当該企業に関するＳＲＩＤを記憶する。また、電子レシートサーバ３
は、受信したＳＲＩＤを当該企業が運営するすべての店舗Ｐ１のストアサーバ２に送信す
る。ストアサーバ２は、当該企業に関する会員ＩＤとＰＴＩＤとが関連付けられたＳＲＩ
Ｄを記憶する。すなわち、電子レシートサーバ３およびストアサーバ２は、当該企業が発
行したポイントカードのＰＴＩＤが含まれるＳＲＩＤのみを記憶している。
【０１６２】
　そのため、ＰＯＳ端末１は、顧客が提示した携帯端末７から読み取った会員ＩＤをスト
アサーバ２に対して送信することで、ストアサーバ２は、会員ＩＤに関連づけられたＰＴ
ＩＤを調査する。そしてストアサーバ２は、会員ＩＤに関連づけられたＰＴＩＤを、ＰＯ
Ｓ端末１に送信する。
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【０１６３】
　なお、ＰＯＳ端末１が電子レシートサーバ３に対して会員ＩＤを送信した場合は、電子
レシートサーバ３は、会員ＩＤに関連づけられたＰＴＩＤを調査する。そして電子レシー
トサーバ３は、会員ＩＤに関連づけられたＰＴＩＤを、ＰＯＳ端末１に送信する。
【０１６４】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したもので
あり、発明の範囲を限定することは意図していない。これらの実施形態は、その他の様々
な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置
き換え、変更、組み合わせを行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範
囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含ま
れる。
【０１６５】
　例えば、上記実施形態では、コード読取部１５を用いて会員ＩＤ等を入力する形態とし
たが、これに限らず、他の手法を用いて会員ＩＤ等を入力してもよい。具体的には、ＮＦ
Ｃ（Near　Field　Communication）やＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の近距離無線通
信部をＰＯＳ端末１及び携帯端末７が備えることで、近距離無線通信により会員ＩＤ等を
送受信可能な構成としてもよい。この場合、携帯端末７は、会員ＩＤ等を記憶部７５や図
示しないＩＣタグ等に保持するものとする。
【０１６６】
　また、上記実施形態では、ポイントカードを特定するＰＴＩＤを例に説明したが、ポイ
ントカード以外の会員に特典を付与するカードでも適用可能である。またカード以外の媒
体でも適用可能である。
【０１６７】
　また、上記実施形態では、顧客端末の一例として携帯端末７を用いたが、設置型のパソ
コン等や、タブレット端末であってもよい。
【０１６８】
　また、上記実施形態では、携帯端末７から会員ＩＤ等を入力する形態としたが、これに
限らず、ＩＣカードや磁気カード等の会員ＩＤを保持することが可能な媒体から入力して
もよい。なお、ＩＣカードを用いる場合には、ＰＯＳ端末１は、ＩＣカードリーダライタ
等の読取／書込部を備えるものとする。また、磁気カードを用いる場合には、ＰＯＳ端末
１は、磁気カードのカードリーダ／カードライタ等を備えるものとする。
【０１６９】
　また、上記実施形態では、本部Ｐ２に電子レシートサーバ３を設ける形態としたが、こ
れに限らず、店舗Ｐ１内に、当該店舗用の電子レシートサーバ３を設ける形態としてもよ
い。この場合、ＰＯＳ端末１は、自店舗の店舗内ネットワークＮ１に接続された電子レシ
ートサーバ３に電子レシート情報を出力し、電子レシートサーバ３は、店舗内ネットワー
クＮ１及びネットワークＮ２を介して電子レシート管理サーバ４に電子レシート情報を送
信する。
【０１７０】
　また、上記実施形態では、ＰＯＳ端末１で生成された電子レシート情報を、電子レシー
トサーバ３を介して電子レシート管理サーバ４に出力する形態としたが、これに限らず、
ＰＯＳ端末１からネットワークＮ３を介して電子レシート管理サーバ４にアクセスするこ
とで、電子レシート管理サーバ４に電子レシート情報を直接出力する形態としてもよい。
【０１７１】
　また、上記実施形態では、携帯端末７は、電子レシート管理サーバ４を介して電子レシ
ート情報を受信する形態としたが、これに限らず、ＰＯＳ端末１から電子レシート情報を
直接受信する形態としてもよい。この場合、ＰＯＳ端末１は、店舗内ネットワークＮ１や
図示しない近距離無線通信部を介して接続された携帯端末７に対し、生成した電子レシー
ト情報を出力する。また、この場合、ＰＯＳ端末１で認証処理を行ってもよい。
【０１７２】
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　また、上記実施形態では、商品データファイルをＰＯＳ端末１が記憶する形態としたが
、これに限らず、ストアサーバ２が、ＰＯＳ端末１から参照可能に商品データファイルを
記憶する形態としてもよい。
【符号の説明】
【０１７３】
　１　ＰＯＳ端末
　３　電子レシートサーバ
　４　電子レシート管理サーバ
　７　携帯端末
　１１　制御部
　１２　操作部
　１３　印字部
　１４　表示部
　１５　コード読取部
　１６　通信Ｉ／Ｆ
　１７　記憶部
　１１１　電子レシート特定情報入力手段
　１１２　特典特定情報入力手段
　１１３　送信手段
　１１４　取引情報入力手段
　１１５　特典特定情報取得手段
　１１６　特典付与手段
　１１７　電子レシート特定情報取得手段
　１１８　電子レシート生成手段
　４１　制御部
　４１１　入力手段
　４１２　記憶手段
　４１３　電子レシート特定判断手段
　４１４　特典特定情報出力手段
　４１５　特典特定情報判断手段
　４１６　電子レシート特定情報出力手段
　４１７　電子レシート特定情報出力手段
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１７４】
【特許文献１】特開２００７－３１６７５０号公報
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